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 要  旨 
 
 近年の機械・構造物の製品化には，既製品と比較し低コスト・高性能などの要
求を満たすだけでなく，深刻化する環境問題を背景としてますます厳しくなる省
エネルギー対策やリサイクル対策などの環境負荷低減を考慮しなければならな
い．この要求を満たす構造材料としてマグネシウムが注目されている．構造材料
としての実績が乏しいことに起因して疲労特性データが不十分であるため，各機
関で基礎的な疲労強度特性に関する研究を主としてなされてきた．しかし変動荷
重試験に代表される，より実機を想定した疲労特性に関する研究はほとんど見あ
たらない．その一方で結晶粒の微細化や方位制御を可能とするECAE法や，Ca添
加した難燃性マグネシウム合金などの新技術・新材料が開発されている．こうし
た新材料等の疲労特性評価も今後のマグネシウム合金の広範な発展には不可欠で
ある．本研究ではAZ31およびAMCa602を用いて疲労試験を行い，その疲労強度，
き裂進展特性にについて調査を行なった．AZ31では熱処理条件の違いにより粒径
が30µmのもの(AZ31-30)と50µmのもの(AZ31-50)を用意し，粒径が疲労特性に及ぼ
す影響について調査を行なった．さらに変動荷重試験を行い，一定応力振幅の場
合とき裂進展挙動を比較することにより変動荷重による応力履歴の影響について
検討した．以下に得られた結言を示す．  
1. AZ31 および AMCa602 のき裂起点はほぼすべて介在物であった．AZ31 は
Al-Mn 系，AMCa602 は Mg-Al 系の介在物を起点としており，両材の疲労特性
は介在物に依存する．107回疲労強度は AMCa602 の方が低い値を示すが ,この
原因の一つは両材の介在物の寸法の差によるものである．疲労強度の改善に
は介在物の減少，介在物寸法の縮小が有効である．  
2. AZ31およびAMCa602のda/dN-∆K関係には∆K=3～5MPa・m1/2付近で屈曲点が
存在し，破面様相が遷移する．屈曲点が生じる理由はき裂先端の塑性域寸法
が結晶粒径を超えるときにき裂の進展経路が変わるためである．  
3. 平均結晶粒径が約 20µm 異なる AZ31-30 と AZ31-50 の疲労寿命には顕著な差
は認められない．これはき裂発生起点が結晶粒のすべりではなく介在物であ
るためにき裂発生寿命にほとんど差がないからである．  
4. 変動荷重試験結果を修正マイナーにより整理すると線形累積疲労損傷値は平
均すると AZ31-30 では約 1.0，AZ31-50 では約 1.2 であったが ,その値は負荷荷
重パターンにより大きくばらついた．変動荷重下のき裂進展挙動は da/dN-∆K
関係に整理することにより一定応力振幅試験のそれとほぼ同様の傾向を示す
ことが確認された .この理由はき裂先端において顕著な加工硬化が生じない
ためである．  
 
